
 

 

 

 

                   【 内     容 】 

1. 縄文人と弥生人の共生に思いを馳せて 

縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土 強く感銘をうけた伊丹市の弥生前期の口酒井遺跡 

2. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡玉津田中遺跡  

縄文人と弥生人が共生の痕跡を示す遺物の出土概要 

  添付 玉津田中遺跡現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター 

3. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

 

2020.1.22. 久しぶりの関西からの縄文ニュース 

西神戸弥生の大集落 玉津田中遺跡で、縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠 縄文を示す土偶・ 

石棒・石包丁そして弥生の土器が同じ弥生の地層から出土したという。 

出土した土偶は表情が縄文の土偶の特徴とは少し異なる顔 ノッペラボウのスッキリした形。 

弥生の人達が作ったのだろう。それもよく知る近くの西神戸玉津田中遺跡からの出土です。 

縄文人と弥生人が同じ集落で共生していた玉津田中遺跡がにわかにクローズアップされた。 

「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては  

久しぶりの関西での縄文の報道にうれしく、 

現地説明会1週間後の2月1日 西神戸の玉津田中遺跡を訪ねました。 

 

縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 
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【整理転載 &  参考資料】  

 

 1. 玉津田中遺跡 現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター 

 2.  神戸市教育委員会 記者発表資料 2020.1.21. 

   玉津田中遺跡（神戸市西区平野町）の発掘調査成果と現地説明会 

       http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf 

  3. ニュ-ス「玉津田中遺跡 現地説明会」 SunTV・神戸新聞Nextほか  

【和鉄の道・Iron Road  :関連掲載記事】  

 

  1.  畿内と播磨の境  明石川・伊川流域    

      弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群  

         https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf 

    2.  弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して     2006.12.5. 

         神戸市西端の丘陵地 明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

     3.  水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す  

         大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.  

        https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

  4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め  2014.6.1. 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf 
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1. 縄文人と弥生人の共生小思いを馳せて 

弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土 

強く感銘をうけた弥生前期の集落遺跡 伊丹市の口酒井遺跡のこと  

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

今回 ニュースを聞いて、一番に頭に浮かんだのは、和鉄の道・たたら探求のホームページをはじめ、

日本人のルーツや縄文や弥生の暮らしに興味を持った10数年前に出会った伊丹市の弥生前期の集落 

口酒井遺跡のこと。 

和鉄の道・鉄の探求walkをスタートし、各地の遺跡に通い出した頃、「弥生は戦さ 縄文は平和な時

代」と教えてもらい、「鉄と戦さの関わり」にも興味があり、調べた時に出会った遺跡です。 

弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土し、研究者たちが縄文人と弥生人が共生し

たと考え初めた最初の遺跡。口酒井の弥生人と縄文人はお互い戦わずに共生していたと。 

縄文から弥生へ移る時代の中で 縄文/弥生の人種間の大きな戦はなかったのだと。 

でも、当時 弥生の時代といえば 渡来人を中心とした農耕稲作の時代。 

阪神間や大阪平野には弥生の大集落田能遺跡など数多くの弥生の集落が存在し、また、大阪平野には

殺傷痕跡を持つ人骨がいくつも出土し、周辺の高地には戦の備え高地性集落が数多く出現した。 

西神戸でも丘陵地には弥生の高地性集落、平野部には殺傷痕がある人骨が数多く出土する。 

この玉津田中遺跡のすぐ近くの新方遺跡からも殺傷根がある人骨が出土している。 

口酒井遺跡の評価はそんな遺跡群の中に埋没してしまい、一般人では殆ど知られぬ遺跡。 

でも、わたしには 今も忘れられぬ遺跡です。 

それか10数年 縄文が教科書からも消え、縄文がさらにないがしろにされる今  

また、縄文人と弥生人が同じ集落で共生していた玉津田中遺跡がクローズアップされた。 

「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては久しぶりの関西での縄文の報道にうれ

しく、もっと縄文を知ってほしいと。 

現地説明会には行けませんでしたが、1週間後の2月1日 思い立ってすぐ、西神戸の玉津田中遺

跡の発掘現場の玉津田中遺跡171号地点を訪ねました。 

【和鉄の道・Iron Road  :関連掲載記事】  

  1.  畿内と播磨の境  明石川・伊川流域    

      弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群  

         https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf 

    2.  弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して  2006.12.5. 

         神戸市西端の丘陵地 明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

     3.  水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す  

         大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.  

        https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

  4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め  2014.6.1. 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf 
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2. 報道概要  縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡玉津田中遺跡 

 

兵庫県教育委員会は２２日、神戸市西区平野町の 

玉津田中遺跡で弥生時代前期の集落跡から土偶

と石棒が見つかったと発表した。 

土偶と石棒は縄文時代の祭りなどで使われたと 

される。県内で、同じ弥生時代の遺跡から両方が 

出土したのは４例目。専門家は「縄文から弥生へ、

時代がどう移り変わったのかを知る上で貴重な

史料だ」としている。 

同遺跡は弥生、鎌倉時代の集落遺跡で約１・５平

方キロメートル。第二神明道路バイパス建設工事に伴い、２０１９年５月から調査していた。 

西側にある弥生前期（約２３００年前）の集落跡から土偶の頭部（長さ約７センチ、最大幅約６セ

ンチ）と石棒（長さ約４６センチ、最大幅約５・３センチ）が各１点、ほぼ完全な形で発見された。 

土偶の首は円柱形をしており、顔が平らで目が細く、鼻も小さい。 

目鼻立ちがくっきりして彫りが深いとされる縄文人に比べ、のっぺりとした弥生人の特徴を示す。

弥生の土偶で整った形のものは珍しいという。 

 



◎ 兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.22. より整理 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf 
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添付 玉津田中遺跡現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター
　　　次のRCIGに添付しています
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3. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

 

 

神戸西区玉津は神戸の一番西の端 南の明石や東の伊川谷から行くのですが、今回土偶などが出土した

地点は第二神明バイパス予定地で玉津田中遺跡の北端 玉津の北側の街平野の下村集落。原チャリで行

かないとすると・・・・・バス?  西神ニュータウンの丘を巡回バスに乗り、ニュータウンの南端春日

台で下車すれば、その丘の南端が第二神明バイパス予定地。坂道を少し下れば、175号線平野町下村

の交差点。バスの便もよく、これだと毎日のwalkでゆける。 早く行かないと発掘された遺構が埋め

戻されてしまうと、2月1日快晴の絶好のwalking日和。現説の開かれた発掘調査地 171号地点へ。 



  

 

坂道を下るとすぐに国道１７５線平野町下村のT字交差点 2020.2.1. 

交差点の向こうに下村の里が広がり、先の道はバイパス道路の予定地と下村への生活道路である。 

  

下村のT字交差点から西へ下村の生活道路にはいるとすぐ西は 見えないが、南に流れる明石川の東岸。

道はバイパス予定地を含め、南にカーブして集落を南に抜けてゆく。2020.2.1. 

明石川が見えぬので、まず明石川の土手と集落の南に広がる田園地帯を一番にながめて、バイバス道路

予定地と発掘現場を探そうと集落の中に入ってゆく。 

  



 

   玉津田中遺跡の北端 下村の集落に接する古代から中世の集落跡164号地点 

ここから南側には広大な田園が玉津の町まで広がり、直ぐ西は明石川の土手。 

金網で囲まれたバイパス道路予定地がここから明石川に沿って南へカーブして田園地をつききってゆ

く。この田園地全体が玉津田中遺跡で、バイパス工事予定地内が選択的に発掘調査されている。 

  

 



 

  

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



  

久しぶりの関西からの縄文ニュース 

縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠出土地の様子が見たくて、発掘現場の玉津田中遺跡171

号地点へ。 現説も済んで 発掘調査地はもう埋め戻しが進んでいるかと思いましたが、 

遺跡遺構が見られてラッキー。 

縄文人と弥生人の共生集落は明石川東岸に広大な田園地に広がる大集落。スケールが大きい。 

この明石川周辺には縄文から住み替えつつ、いくつもの集落遺跡があった。 

縄文人と弥生人が交流・共生したのだろう。 

また、弥生の農耕文化が進むにつれ、田園・水をめぐる集落間等の争いも増え、弥生の戦の痕跡も

見られるようになる。 

でも 縄文人と弥生人が生死をかけて争う戦さは見られず、両者が融合して日本人が誕生し、 

今に続く。日本人の心の奥底にある「お互いを認め合う心・やさしさ」のルーツがここに。 

 

2月初めとは思えぬ暖かな日 ゆっくりとそんな遺跡をめぐることができました。 

私の住む西神戸の玉津田中遺跡  

縄文の世界とともに「融和・共生」を今一度 現代社会にアピールする誇れる弥生遺跡。 

縄文人と弥生人の共生 それが日本人を誕生させたと。 

帰りに立ち寄った175号線脇の宝珠寺では、梅が花をつけ春近し。嬉しい一日でした。 

    2020.2.1. 広大な神戸西区の玉津田中遺跡 田園の中をあるきつつ 

                                  By Mutsu Nakanishi 

                     

 

 



 

 

久しぶりの関西からの縄文ニュース 

縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠出土地の様子が見たくて、発掘現場の玉津田中遺跡171

号地点へ。 現説も済んで発掘調査地は埋め戻しが進んでいるかと思いましたが、遺跡遺構が見ら

れてラッキー。 

縄文人と弥生人の共生集落は明石川東岸に広大な田園地に広がる大集落。 

この明石川周辺には縄文から住み替えつつ、いくつもの集落遺跡があり、縄文人と弥生人が交流・

共生したのだろう。そして、また、弥生の農耕文化が進むにつれ、田園・水をめぐる集落間等の争

いも増え、弥生の戦の痕跡も見られるようになる。 

 

でも 縄文人と弥生人が生死をかけて争う戦さは見られず、両者が融合して日本人が誕生し、 

今に続く。日本人の心の奥底にある「お互いを認め合う心・やさしさ」のルーツがここに。 

 

2月初めとは思えぬ暖かな日 ゆっくりとそんな遺跡をめぐることができました。 

私の住む西神戸の玉津田中遺跡 縄文の世界とともに「融和・共生」を今一度 現代社会にアピー

ルする誇れる弥生遺跡。縄文人と弥生人の共生 それが日本人を誕生させた。 

帰りに立ち寄った175号線脇の宝珠寺では、梅が花をつけ春近し。嬉しい一日でした。 

    2020.2.1. 広大な神戸西区の玉津田中遺跡 田園の中をあるきつつ 

                                  By Mutsu Nakanishi 

 

Album のphoto に貼られた参考資料のリンクはほとんど動きませんが、 

Album の最後のPage にリンクが動くよう再録しました。                    

Photo Album 玉津田中遺跡発掘現場 171号地点 Walk 
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  4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め  2014.6.1. 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf 

 

  

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf

